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インターロイキン-1と視床下部-下垂体-副腎皮質系  
免疫系と神経内分泌系との負のフィードバック調節機構

上原 聡、奥村利勝、関谷千尋、高杉佑一、並木正義



しかし，最近の研究により，神経内分泌系（中枢神

経系）で産生される脳ホルモンが免疫機能を調節する

こと，逆に免疫系（生体防御系）で産生される免疫調

節因子が神経内分泌系に影響を及ぼすことが明らかに

されつつある(文献2)4)の総説参照)．これらの研究成果

は，「immuno-neuro-endocrinology（免疫神経内分泌

学)」とか「psycho-neuro-immunology(精神神経免疫

学)｣と呼ばれる学際的な新しい研究領域の誕生をもた

らしている．

インターロイキンーl(IL-l)は，免疫系が細菌やウイ

ルスなどによって賦活化されたときに免疫担当細胞よ

り分泌されるサイトカインの一つで，種々の免疫作用

を有している5)．さらに，ＩＬ－ｌが発熱作用6)や食欲抑

制'１)などの中枢神経系に対する作用を持つことが明ら

かにされつつある．一方，免疫系が冗進する病態で副

腎皮質ステロイドホルモンの分泌が上昇するという報

告があり')3)，免疫系で産生される液性因子が視床下部
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抄録：免疫調節因子のインターロイキンー1(IL-1)と，ストレス反応の中軸をなす視床下部一下

垂体一副腎皮質系（H-P-A系）との相互作用を多角的に検討した．

方法：ｉｎｖｉｖｏの実験では右心房内へカテーテルを‘慢性的に留置したWistar系雄ラットを，

invitroでは下垂体単層培養法を用いた．ＩＬ－１分泌量の検討はヒト末梢血単核球培養法を用い

て行った.結果：①ＩＬｌの静注により血中ＡＣＴＨ値は有意に上昇し，ピーク値は投与１０分後

に見られた．②IL-1は下垂体培養細胞からのACTＨ分泌には影響を与えなかった．③次に，

IL-1によるＡＣＴＨ上昇反応が視床下部のＣＲＦを介していることを確かめるために，ＣＲＦ抗

体を用いた免疫中和実験を行った．ＣＲＦ抗体で前処置された群ではIL-1静注による血中

ACTＨ反応は観察されなかった．④プレドニソロソはヒト末梢血単核球からのIL-1分泌を用

量反応性に抑制した．

結論：ＩＬ－１とH-P-A系との間に負のフィードバック調節機構の存在が示唆された．

（自律神経，２６：469～475,1989）

緒言

日本には古来「病は気から」という諺があるように，

精神（脳の機能）と身体（生体防御機能）の密接な関

連が経験的に知られている．これらの事実は，例えば，

配偶者との死別といった心理的・精神的ストレスが感

染症の擢患率や発ガンのリスクを増加させるという疫

学的報告'4)でも裏付けられている．また逆に,感染症な

どに擢患すると食欲不振や抑うつ状態などの精神・神

経症状がしばしば見られることも臨床医学の場ではよ

く経験されるところである．しかし，この諺の意味す

るところの「心身相関」についての病態生理学的機序

は，その研究方法論が確立されていないこともあり，

未だ解明されていない部分が多く残されている．
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